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ちむどんどん５０+　Vol.１５
　　新しい一年が始まりました。世の中は、明るい兆し･･･とはいきませんが、訪問の家は、

平成２５年も、出会いやつながりを大切に、じっくりと進んでいきたいと思います。
径、日中活動分室開設に向けて
　径のここ数年の懸案だった日中活動分室開設に向けた準備が、年明けからいよいよ本格的に動き始めた。横浜独自のスタイルである法人運営型地域活動ホームは、市内１８区の各区に１ヶ所ずつ整備され、障害問わず年齢問わず、地域で暮らす障害のある人のよりどころとなるべく運営されてきた。径がその第１号として栄区に開設して１３年。昨年まで、重心通園事業（Ｂ型）も行っており、日中活動は、重症心身障害といわれる人から、身体の障害はなく近くの特養のリネン交換に働きに行く人、中途障害の人等、現在の通所メンバーは６０人を超える。一時ケアやショートステイ事業で径を利用していた人が、特別支援学校卒業後の進路先として通所を希望されるなど、スペース的に、館内は満杯という状態が続いている。
　径から徒歩１０分程の民家をお借りし、こちらの使い勝手に合わせてリフォームさせていただけることが決まった。１月中旬、隣接するお宅へのご挨拶に伺った。２８年前の朋の開設に始まり、その後の径、そして合築の桂台地域ケアプラザの開設等々を経て、障害のある人のための場は、少しずつこの桂台に住む方々に受け入れていただいていると感じている。それでも、隣接する方々は、どんなふうに受けとめられるだろうか…。緊張しつつ訪ねたお宅の皆さんからは、あたたかな言葉をいただくことができた。かつて朋でボランティアをし、ケアプラザで配食の活動をしていらっしゃる方、分室の活動は日中だけとお伝えすると、「夜は大丈夫なんですか？」と質問してくださる方、径の活動の缶回収に缶を出してくださっている方は、「大歓迎です」と。径金子所長、小坂課長と共に、とてもうれしい気持ちで帰ってくることができた。
　「共に生きる」の“共に”の中身や度合いは、人それぞれなのだろう。でも、地域にはいろいろな人がいて、少しでも言葉を交わしながら、お互いの存在をわかり合って生きていけたらいいなぁと思う。それには私たちも、見守ってもらう、助けてもらうばかりではなく、住民の方々と共にこの地域の中でできることをやっていこうとする姿勢が大事だ。結果は長い年月の後についてくるのだろう。
[image: image2.wmf]リフォームが完了し、分室がスタートするのは、若葉茂る５月。
朋第二　ボランティアさん交流会
　昨年２月、新しい建物で再スタートした朋第２。１月末、ここでの第１回となるボランティアさん交流会が行われた。ＣＡＮとみのり２０人のメンバーの活動を、様々な分野で支えてくださる約３０人のボランティアさんが集まってくださった。朝早くから、屋外スペースでは、保護者会役員に近隣のボランティアさんも混じって炊き出しをし、お赤飯とトン汁がつくられた。はじめにボランティアさんもいっしょにお餅つきを、後半にはお得意のハーモニカやバイオリン、ピアノ等をご披露いただいた。日頃の感謝を伝える会と言いながら、やっぱりボランティアさんのお力で盛り上げていただいた。メンバーからは、数日前から準備していた品が紹介される。湯気の上がったせいろの中には３種類の手づくり中華まん（？）が。近所のお肉屋さん自慢のチャーシュー入り肉まん。同じくすぐ近くにある大きくはないが昔ながらののれんを守っているような和菓子店のあんこ入りあんまん。そして、何から何までお世話になりっぱなしのお向かいの方から頂いた自家製ブラックベリージャム入りのもの。「これら名付けて“地域まん”です」と。なかなかナイスなネーミング！！だっ。

 [image: image3.wmf]　地域を歩き、たくさんの人とつながりながら、そして支えていただきながら、みんなの活動、暮らしがある。それがとてもうれしく、誇らしく感じられたひとときだった。
連　スマプロとファイン西が岡のこと
　連の朝は、常勤職員によるミーティングの後、非常勤職員もいっしょのラジオ体操、そしてこのラジオ体操の声かけもする“今日の当番”からの「自分を活気づけるために私はこんなことをやってます」の紹介と「今日の私のスマイル指数」の発表で始まる。そして当番は、その日一日“スマイルプレート”を首にかけ、「スマイル」、「活気」を心がけながら過ごす。これら一連の、連独自の活動は、スマイルプロジェクト（略してスマプロ）と呼ばれ、スタッフ一人ひとりの仕事に向かう気持ちの切り替えや、スタッフ同士のコミュニケーションアップに功を奏しているらしい。「集中力を高めるために（？）書道をしています」と、家で書いてきた「書」を披露した人もいるそう。「あっ」と言わせる、あるいは「ほーっ」と唸らせることを考えるのは、なんだか楽しそうだ。
ちなみに、連がバックアップする第１号目のグループホームが３月中にスタートする。ホームの名前は、「ファイン西が岡」。スマプロで、ファインな日々を過ごせるようになったから…かな？　
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～私を支えているもの～　
　連のメンバーと、別の施設のお祭りで会った時のこと、知ってる人だけど･･･「誰だっけ？」と言いながら頭の中で思い出している。そして、“わかった！”という顔で、「校長先生？」とうれしそうにニコニコしはじめた。なるほど、「そんなようなもんだね」。集や根岸ケアプラザ、そして連には、なるべく月１回は行こうと思っている。こんなふうに、顔を覚えてくれるとうれしい。集では、３年前に初めて会った時、私のことを「杉田かおる」と言った人がいる。以来、どこで会っても、「杉田かおる」。最初は、「えーっ？！」と思ったけど、この頃は「ま、いっか」と思っている。私の顔を見て、「杉田かおる」と言った後の、二ヤッとする顔がたまらない。私のリアクションを待っている顔だ。径には、しょっちゅう出入りしているのだが、会う度「コンチワ、パンあるよ」と教えてくれる人が。彼にとって、どうも私は、“パンを買いに来る人”のようだ。朋では、言葉ではないが、なんだか視線を感じることがある。「なんか話しある？」と聞くと、返事が返ってきて、「何のこと？○○のこと？××のこと？」なんていう“会話”がはじまったり･･･。

　本当は、昨日いいことがあったとか、今朝の表情が冴えなくて「なんかあったかな？」とか、来週の外出が楽しみなんだよねとか、そんな日常を、みんなから感じられるくらい近くにいたいなぁと思うけど。そうもいかない日々の中、それでもみんなとのちょっとしたやりとりで、気持ちを感じられる瞬間瞬間･･･、それがあるからこそやっていけるんだなぁと、つくづく思う、この頃。　　　　　　　　　　　　　
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　１，２，３月は、矢のように過ぎていきました。
桜咲く季節、年度をきっちり締めくくり、新年度に向かいます。

平成２５年３月１８日　名里晴美
